
§9 設計上マイナスキャンバーはいくらまで可能か
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　設計上からは架設時におけるキャンバーはプラスでありマイナスであり自然な状態（無

応力に近い状態）であればその制限は無いと考える。

　現実の問題としてマイナスキャンバーはハンチや舗装で調整されるので路面の供用勾配

は正規のものに近い状態となっており、このとき設計上問題となるのは荷重増加のみであ

る。

　ここでは、以下の検討を行う。

①剛度及び荷重（死荷重）のバラツキ（5％以内，10％以内等の基準を目安）による

　たわみの差を計算し許容値からマイナスキャンバーを求める。

②ハンチ調整及び舗装調整を行った場合の増加死荷重及び増加応力度の割合を求める。

　検討結果

　・剛度及び荷重（死荷重）のバラツキからは、剛度を一10％，死荷重を＋10％とした状態

　　においても、基準（剛度＝死荷重＝±0％）と比べ、死荷重たわみの増加は19㎜程度

　　である。　（支間長二37．60m）

　・ハンチ調整を行った場合

　　　50皿皿（調整量46mm）のハンチ調整の場合、増加死荷重は約4．4％であり、増加応力

　　度も2．6％程度である。

　　100mm（調整量91皿m）のハンチ調整の場合、増加死荷重は約9．8％であり、増加応力

　　度は5．8％程度である。

　・舗装調整を行った場合

　　　50m皿（調整量43m皿）の舗装調整の場合、増加死荷重は約8．1％であり、増加応力度

　　は4．1％程度である。

　　100mm（調整量86m皿）の舗装調整の場合、増加死荷重は約16．1％であり、増加応力度

　　は9．6％程度である。

　以上より、今回の形状においてであるが、50mm程度のハンチ調整であれば増加死荷

重も5％以下であり、増加応力も3％以下となる。これは死荷重のバラツキ範囲内で

あり、応力的にも約60kgf／c㎡の増加であり、許容できる増加であると考えられる。
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